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す
ば
ら
し
い
歴
史
と
伝
承
と
文
化
的
史
跡
と
自
治
の
伝
統
を
も
っ
た
地
域
に

住
ん
で
い
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ
て
、「
わ
た
し
た
ち
修
徳
学
区
民
は
、
こ
ん

な
ま
ち
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
内
外
に
意
志
表
示
し
た
い
。

修
徳
自
治
連
合
会
の
平
井
常
夫
会
長
は
『「
京
都
の
中
心
地
ら
し
い
建
物
と
町

並
み
、
す
ば
ら
し
い
人
間
関
係
と
人
々
の
心
意
気
を
残
し
て
く
れ
た
」
と
次
世

代
の
人
々
に
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
「
修
徳
ま
ち
づ
く
り
憲
章
」
を
策
定
し
て

い
る
』（『
京
ま
ち
工
房
no.
 

33
』「
私
と
京
都
」
欄
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　開発地や大都市郊外の分譲住宅のような、どこにもある町並みでは
なく、すばらしい歴史と伝承と文化的史跡を知って、それにふさわし
い町並みをつくっていく。しかも、常に新しいものを生み出してきた
京都人の「新し物好き」を付加した『まち』は創れないだろうか。

　開発地や大都市郊外の分譲住宅のような、どこにもある町並みでは
なく、すばらしい歴史と伝承と文化的史跡を知って、それにふさわし
い町並みをつくっていく。しかも、常に新しいものを生み出してきた
京都人の「新し物好き」を付加した『まち』は創れないだろうか。

　
最
近
、「
平
安
京
以
来
の

歴
史
や
文
化
的
史
跡
を
知
り

た
い
」、「
伝
統
的
な
祭
の
あ

る
『
ま
ち
』
に
住
み
た
い
」、

「
町
家
の
木
の
感
触
に
魅
力

を
感
じ
る
」、「
百
年
も
も
つ

木
造
の
町
家
も
、
補
強
に
よ

っ
て
耐
震
性
も
備
わ
る
。
そ

し
て
、
郷
土
の
産
業
の
振
興

の
た
め
に
も
、
郷
土
の
山
の

材
木
を
使
っ
た
家
を
造
ろ
う
」

「
自
分
個
人
の
家
で
は
あ
っ

て
も
、
京
都
全
体
の
景
観
と

住
ん
で
い
る
「
通
り
」
の
町

並
み
に
配
慮
す
る
責
任
が
あ

る
」
な
ど
、
京
都
の
町
家
を

残
そ
う
と
い
う
人
た
ち
の
言

動
も
よ
く
見
聞
き
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
「
も
う
遅
い
、

京
都
ら
し
い
町
並
み
の
保
存

は
で
き
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
の
人
も
い
な
い
で
は
な
い
。

し
か
し
、「
ま
だ
、
間
に
合
う
」

と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
な

ぜ
な
ら
、
明
治
時
代
か
ら
今

日
ま
で
、
少
し
づ
つ
変
化
し

て
き
た
い
ろ
い
ろ
な
町
家
の

「
混
合
の
美
」
が
大
切
で
あ

る
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
修

徳
ら
し
い
町
並
み
と
建
物
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
学
区
民

の
皆
さ
ん
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
得
て
、
形
も
心
も
『
ま
ち

づ
く
り
憲
章
』
に
意
思
表
示

す
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
方
法
は

あ
り
そ
う
で
あ
る
。
今
後
の

建
て
替
え
や
増
改
築
の
折
に
、

個
人
個
人
が
真
剣
に
、
そ
の

こ
と
を
考
え
て
い
た
だ
け
る

の
で
は
な
い
か
。

　「
町
家
」
の
造
形
美

　
み
ん
な
で
考
え
よ
う

　
戦
国
時
代
初
期
の
洛
中
洛

外
図
を
み
る
と
、
板
張
り
の

屋
根
に
石
を
置
い
て
い
る
町

家
が
並
ぶ
。
江
戸
時
代
初
期

に
な
っ
て
、
瓦
葺
き
の
家
が

混
じ
り
、
江
戸
時
代
末
期
に

は
明
治
大
正
を
と
お
し
て
建

て
ら
れ
て
き
た
町
家
の
原
型

が
完
成
し
た
。

　
家
の
一
階
正
面
は
、「
出

格
子
」
が
特
徴
で
、
白
木
の

ま
ま
と
か
、
ベ
ン
ガ
ラ
（
茶

色
と
小
豆
色
の
混
合
色
？
）

の
顔
料
を
ぬ
っ
た
も
の
と
か

が
あ
る
。
玄
関
に
は
大
戸
が

あ
る
。�

そ
し
て
、
目
を
上
に

移
す
と
、
瓦
屋
根
が
あ
り
、

二
階
は
中
二
階
の
場
合
も
総

二
階
の
場
合
も
、
竪
格
子
を

土
で
塗
り
こ
め
た
虫
籠
窓
が

み
え
る
。

　
側
面
の
屋
根
の
下
の
部
分

の
白
壁
が
際
立
っ
て
美
し
い
。

「
犬
矢
来
」
も
竹
の
風
情
が

い
い
。
瓦
と
壁
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
が
い
い
高
塀
の
あ
る
家

も
奥
ゆ
か
し
い
。

　
大
正
末
期
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
は
、
金
属
製
格
子

の
あ
る
ガ
ラ
ス
窓
の
下
に
一

枚
石
を
貼
っ
た
モ
ダ
ン
な
町

家
が
で
て
き
た
。
そ
し
て
、

平
成
の
今
日
さ
ら
に
、
素
材

も
感
覚
も
新
し
い
町
家
を
創

造
す
る
に
は
、
伝
統
的
な
造

形
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
こ

の
「
格
子
」
と
「
瓦
葺
き
」

を
選
ぶ
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

最
近
の
リ
フ
ォ
ー
ム
の
場
合
、

よ
く
見
か
け
る
サ
ッ
シ
窓
は
、

木
の
感
触
を
も
た
せ
た
金
属

性
の
格
子
を
は
め
込
む
だ
け

　
平
成
14
年
以
来
、
５
回
に
わ
た
る
学
区
民
勉
強

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建

設
す
る
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
企
業
の
対
応
に
、
住
民

と
し
て
大
き
い
不
満
が
で
て
い
た
。

　
町
並
み
と
調
和
し
な
い
マ

ン
シ
ョ
ン
建
築
に
対
し
、「
圧

迫
感
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
、

日
照
に
配
慮
し
て
、
家
と
の

間
隔
を
と
っ
て
ほ
し
い
」「
緑

化
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
ほ
し

い
」「
階
数
を
減
ら
し
て
ほ

し
い
」「
町
家
に
調
和
す
る

形
に
し
て
ほ
し
い
」「
町
内

会
に
加
入
し
、
町
費
を
払
っ

て
ほ
し
い
」
な
ど
の
住
民
の

声
に
、
過
去
に
は
、
デ
ィ
ベ

ロ
ッ
パ
ー
企
業
は
「
建
築
確

認
を
受
け
て
い
る
」
と
よ
く

拒
否
し
た
も
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
平
成
13
年
の
「
修
徳

学
区
の
地
区
計
画
」、
平
成

14
年
の
「
建
築
ル
ー
ル
」
が
、

設
計
の
段
階
で
影
響
し
、
改

善
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
、
問
題
点
は
残
さ

れ
て
い
る
。

　
一
方
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に

住
む
住
民
の
皆
さ
ん
は
、「
お

た
が
い
の
顔
が
見
え
な
い
」、

「
安
心
で
き
な
い
」
と
、「
安

心
安
全
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
訴

え
ら
れ
て
い
る
。
マ
ン
シ
ョ

ン
の
孤
立
し
た
部
屋
は
、
市

場
経
済
に
適
し
た
建
物
で
、

経
済
的
に
は
一
人
で
暮
ら
せ

る
が
、
生
活
は
経
済
だ
け
で

成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
と
く
に
、
防
火
防
災

防
犯
な
ど
危
機
管
理
に
は
、

絆
の
形
成
が
欠
か
せ
な
い
。

　
他
方
、
戦
国
時
代
に
成
立

し
て
今
日
ま
で
つ
づ
く
、
通

り
を
は
さ
ん
で
町
家
の
連
な

る
「
両
側
町
」
は
、
お
た
が

い
に
顔
が
見
え
る
だ
け
で
な

く
、
生
活
情
報
ま
で
共
有
す

る
。
町
家
は
共
同
体
を
つ
く

る
の
に
適
し
た
建
物
の
つ
な

が
り
で
あ
る
。

　
人
の
絆
は
、
日
常
か
ら
形

成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
町

と
自
治
連
合
会
の
側
か
ら
見

る
と
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
「
自

治
の
空
白
ゾ
ー
ン
」
に
見
え

る
。『
ま
ち
づ
く
り
』
の
完

成
に
は
、
建
物
の
あ
り
方
を

含
め
、
マ
ン
シ
ョ
ン
住
民
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
が
欠
か
せ

な
い
。

a
　
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
は
「
職

住
共
存
地
域
内
」
の
建
築
ル
ー
ル
で
、

道
路
の
向
か
い
側
境
界
か
ら
20
メ
ー
タ

ー
の
範
囲
は
高
さ
20
メ
ー
タ
ー
に
規
制

し
て
い
る
。
そ
の
高
さ
が
圧
迫
感
の
な

い
も
の
か
ど
う
か
、
町
並
み
や
生
活
に

調
和
す
る
建
物
の
高
さ
を
確
定
し
て
い

き
た
い
。

b
　
高
層
建
築
物
は
、
現
在
の
建
ぺ
い

率
を
も
っ
と
下
げ
る
な
ど
、
駐
車
、
駐

輪
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
以
外
に
、
緑
化
面

積
を
そ
れ
だ
け
増
加
さ
せ
、
高
層
建
築

物
の
側
壁
と
町
家
の
建
つ
隣
地
と
の
境

界
に
、
緑
化
空
間
を
も
た
せ
た
い
。

c
　
マ
ン
シ
ョ
ン
正
面
は
、
一
階
、
二
階

と
も
、
瓦
葺
の
庇
を
つ
け
、
屋
上
も
瓦
屋

根
ま
た
は
、
緑
化
帯
と
し
て
ほ
し
い
。
玄

関
正
面
に
、
伝
統
の
町
家
の
シ
ン
ボ
ル
「
格

子
の
造
形
」
も
ほ
し
い
。
　

d
　
幹
線
道
路
（
五
条
通
と
烏
丸
通
）
の

建
物
と
修
徳
学
区
と
の
境
界
は
、
建
物
側

壁
を
セ
ッ
ト
バ
ッ
ク
し
、
中
低
木
の
緑
化

ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ほ
し
い
。

◆
将
来
の
建
て
替
え
増
改
築
で
、
修
徳
に

ふ
さ
わ
し
い
町
並
み
に
し
て
い
き
た
い
。

　
個
人
住
宅
ビ
ル
の
三
階
建
て
は
、
そ
れ

自
体
は
町
家
と
は
い
え
な
い
が
、
高
塀
に

「
瓦
」
と
「
格
子
」
を
組
み
合
わ
せ
る
だ

け
で
、
町
並
み
に
フ
イ
ッ
ト
し
て
い
る
例

も
あ
る
。『
ま
ち
づ
く
り
憲
章
』
に
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
き
た
い
。

　
　

（
一
）
新
し
い
素
材
で
新
し
い
造
形
美
を

町
家
に
付
加
す
る
。
い
わ
ば
「
平
成
の
町

家
」
の
原
型
と
し
て
「
形
」
が
つ
く
れ
れ

ば
、
若
い
人
た
ち
の
生
活
様
式
に
合
う
イ

ン
テ
リ
ア
も
、
伝
統
の
知
恵
と
調
和
し
た

現
代
の
造
形
も
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
色
」
は
、
際
立
つ
色
は
白
色
で
表

現
し
、
原
色
や
ピ
ン
ク
、
オ
レ
ン
ジ
、
真

っ
黒
な
ど
は
避
け
る
。
材
木
の
色
、
瓦
の

色
、
渋
い
緑
色
、
要
す
る
に
、
瓦
の
グ
レ

イ
や
格
子
の
ベ
ー
ジ
ュ
、
茶
系
統
の
色
と

コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
形
成
す
る
色
は
、
選
択

の
巾
さ
え
与
え
ら
れ
れ
ば
、
個
性
的
な
デ

ザ
イ
ン
に
組
み
込
め
る
。

（
三
）「
高
さ
」
は
、
現
在
、
修
徳
学
区
の

個
人
住
宅
で
、
三
階
を
越
え
る
建
物
が
、

ま
ず
な
い
の
で
、
三
階
以
上
の
も
の
は
建

て
な
い
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
と
考

え
る
。

　
町
と
町
組
の
自
治
の
伝
統

は
、
最
重
要
事
項
で
あ
る
。

当
初
、「
建
築
ル
ー
ル
」
は
、

「
職
住
共
存
地
域
」
と
「
幹

線
道
路
の
範
囲
」
と
の
境
界

を
、
万
寿
寺
通
の
中
心
線
に

お
い
て
い
た
。
そ
の
後
、
両

側
町
の
意
義
を
重
く
み
て
、

万
寿
寺
通
の
南
側
30
メ
ー
タ

ー
ま
で
「
職
住
共
存
地
域
」

に
さ
れ
た
。
同
様
に
、
修
徳

学
区
の
土
地
が
、
２
種
類
の

土
地
区
分
に
、
分
断
さ
れ
て

い
て
よ
い
筈
は
な
い
。
修
徳

学
区
の
土
地
は
、
幹
線
道
路

に
直
接
面
し
て
い
る
土
地
を

除
い
て
、
す
べ
て
「
職
住
共

存
地
域
」
と
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。
「
職
住
共
存
地
域
」

の
建
築
ル
ー
ル
は
、
修
徳
学

区
全
域
に
及
ぼ
し
て
ほ
し
い
。

史
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
町
並
み

史
跡
に
ふ
さ
わ
し
い
町
並
み

住
み
続
け
た
い
き
れ
い
な
『
ま
ち
』高

層
建
物
の
建
築
ル
ー
ル
つ
く
ろ
う

高
層
建
物
の
建
築
ル
ー
ル
つ
く
ろ
う

自
治
の
伝
統
が
生
き
る
住
民
交
流
を

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
建
物
に
し
た
い

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
町
家
の
間
に
緩
衝
地
帯

ビ
ル
・
マ
ン
シ
ョ
ン
と
町
家
の
間
に
緩
衝
地
帯

平
成
の
町
家
の
原
型
み
ん
な
で
探
そ
う

平
成
の
町
家
の
原
型
み
ん
な
で
探
そ
う

明
治
か
ら
平
成
へ町

家
の
混
合
の
美

出格子は町家のシンボル

修徳公園をみんなでつくり、ワークショップの
手法を訓練できた。数回のアンケートやワーク
ショップで、『まち』への想いを語り合った。
写真（上）は17年６月のワークショップで、町
並みや交流を話す学区の皆さん。

タテ格子に土を塗り込めた虫籠窓

昭
和
初
期
に
か
け
て
、
モ

ダ
ン
な
鉄
格
子
と
石
造
り鉄格子支える石造り

高
層
建
築
物
は
圧
迫
感
の
な
い

高
さ
に
規
制
し
た
い

新
し
い
素
材
も
伝
統
美
と
調
和

瓦
と
格
子
の
色
と
調
和
す
る
色

高
層
建
築
物
と
町
家
の
間
は

緑
化
空
間
と
し
て
ほ
し
い

幹
線
道
路
建
物
の
裏
に

緑
化
ス
ペ
ー
ス
つ
く
り
た
い

ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に

瓦
屋
根
、
格
子
が
ほ
し
い

学
区
の
土
地
は
す
べ
て

学
区
の
土
地
は
す
べ
て

「
職
住
共
存
地
域
」
に

「
職
住
共
存
地
域
」
に
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修徳学区の人口・世帯数

　
五
条
大
路（
現
在
の
松
原
通
）
に

住
み
、
正
三
位
に
ま
で
上
っ

た
藤
原
俊
成
は
、
五
条
三
位

と
呼
ば
れ
た
。
平
安
末
期
の

歌
壇
の
有
力
な
指
導
者
で
あ

っ
た
が
、
治
承
二
（
一
一
七

八
）
年
に
関
白
九
条
兼
実
の

和
歌
の
師
と
な
っ
た
こ
と
で
、

俊
成
の
「
和
歌
の
家
」
の
繁

栄
は
決
定
的
に
な
っ
て
い
く
。

寿
永
二
（
一
一
八
三
）
年
に
、

後
白
河
法
皇
が
第
七
番
目
の

勅
撰
集
『
千
載
和
歌
集
』
の

撰
進
の
院
宣
を
俊
成
に
下
し

た
と
き
、
今
の
松
原
、
万
寿

寺
、
烏
丸
、
室
町
に
囲
ま
れ

た
俊
成
邸
の
西
側
半
分
を
「
和

歌
所
」
に
あ
て
た
。

　
ま
た
、
源
義
経
の
屋
島
攻

略
の
翌
年
、
文
治
二
（
一
一

八
六
）
年
に
、
後
鳥
羽
天
皇

は
俊
成
の
邸
宅
内
に
、
和
歌

山
の
歌
道
の
神
、
衣
通
郎
姫

を
勧
請
す
る
よ
う
宣
旨
を
伝

え
る
。
こ
れ
が
今
の
新
玉
津

島
神
社
で
あ
る
。
こ
の
地
が

中
世
近
世
を
つ
う
じ
て
「
和

歌
の
聖
地
」
と
し
て
、
公
家

や
武
家
に
尊
崇
さ
れ
て
き
た
。

　
こ
の
頃
、
頼
朝
を
動
か
し

て
、
王
朝
政
治
の
改
革
の
中

心
に
い
た
九
条
兼
実
は
法
然

に
帰
依
し
、
文
治
五
（
一
一

八
九
）
年
に
、
法
然
は
兼
実

に
授
戒
し
て
い
る
。
そ
の
縁

で
、
建
仁
三
（
一
二
○
三
）
年
、

法
然
の
弟
子
親
鸞
に
娘
を
嫁

が
せ
た
伝
承
が
あ
る
。
そ
れ

よ
り
先
、
養
和
元
（
一
一
八

一
）
年
、
親
鸞
に
は
、
当
時

法
性
寺
座
主
で
後
の
天
台
座

主
、
兼
実
の
弟
の
慈
円
の
も

と
で
得
度
し
た
人
脈
も
あ
る
。

　
親
鸞
の
帰
洛
に
は
、
58
歳

か
ら
64
歳
以
上
ま
で
諸
説
が

あ
る
が
、
嘉
禎
元
（
一
二
三

五
）
年
、
63
歳
説
に
従
っ
て

お
く
。
帰
洛
し
た
親
鸞
が
住

ん
だ
の
が
五
条
（
今
の
松
原
）

西
洞
院
で
、
親
鸞
が
「
勝
地
」

と
い
う
兼
実
の
花
園
別
邸
跡

だ
っ
た
。
学
区
民
の
皆
さ
ん

は
、
光
圓
寺
（
松
原
通
西
洞

院
東
入
る
） 

の
門
前
の
碑
に
、

花
園
殿
跡
の
表
示
と
と
も
に
、

「
親
鸞
入
滅
の
地
」
と
あ
る

の
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
る
だ

ろ
う
。
こ
の
花
園
別
邸
に
は

大
泉
寺
の
寺
域
（
万
寿
寺
通
西
洞

院
東
入
る
）
に
池
が
あ
り
、
池

に
映
っ
た
月
を
観
賞
し
た
「
月

見
町
」
の
伝
承
も
あ
る
。
親

鸞
は
こ
こ
で
、
自
分
の
息
子

善
鸞
の
異
端
に
か
か
わ
る
消

息
や
著
述
に
力
を
尽
く
し
、

善
鸞
を
義
絶
す
る
苦
悩
も
味

わ
っ
た
。
し
か
し
、
建
長
七

（
一
二
五
五
）
年
の
大
火
で

焼
け
出
さ
れ
て
い
る
。
弘
長

二
（
一
二
六
二
）
年
、
親
鸞

が
90
歳
で
な
く
な
っ
た
と
き
、

「
火
事
の
後
、
寄
寓
し
て
い

た
善
法
坊
（
三
条
富
小
路
）
で
な

く
な
っ
た
」（
親
鸞
伝
絵
）の
か
、

「
花
園
殿
跡
の
家
が
再
建
さ
れ

て
戻
り
、
そ
こ
で
入
滅
し
た
」

の
か
、
今
後
の
研
究
に
待
ち

た
い
。
し
か
し
、
現
時
点
で

も
、
光
圓
寺
門
前
の
石
碑
の

「
親
鸞
入
滅
の
地
」
の
寺
の

伝
承
は
、
修
徳
の
地
域
住
民

に
と
っ
て
は
絶
対
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
の
分
科
会
の
調
査
研

究
の
成
果
を
踏
ま
え
、
自
治

連
合
会
平
井
常
夫
会
長
は
『
京

ま
ち
工
房
』no. 

33（
京
都
市
景
観
・

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
刊
）「
私
と

京
都
」
欄
に
寄
稿
さ
れ
、
豊

か
な
発
想
と
独
特
の
視
点
で
、

二
つ
の
史
跡
を
、
次
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　「
松
原
烏
丸
の
歌
人
藤
原

俊
成
の
旧
邸
宅
と
和
歌
所
跡

（
現
在
の
俊
成
社
と
新
玉
津

島
神
社
）
は
、
唯
一
残
る
公

家
屋
敷
冷
泉
家
に
劣
ら
な
い

意
義
の
あ
る
史
跡
」
で
「
西

洞
院
松
原
か
ら
万
寿
寺
に
か

け
て
の
兼
実
の
花
園
別
邸
跡

（
光
圓
寺
と
大
泉
寺
）
は
、

親
鸞
が
晩
年
に
暮
ら
し
著
述

に
没
頭
し
た
、
東
西
本
願
寺

に
劣
ら
な
い
意
義
の
あ
る
名

所
」
で
あ
る
。

　
国
宝
や
重
要
文
化
財
は
な

く
と
も
歴
史
的
な
意
義
の
う

え
で
は
、
史
跡
に
対
す
る
こ

の
よ
う
な
視
点
を
、
わ
た
く

し
た
ち
は
継
承
し
て
い
き
た

い
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
な
か
の
分
科
会
「
地
名
と
文
化
遺
跡
研
究
同
好
会
」
で
、
町

名
と
通
り
の
由
来
を
中
心
に
、
調
査
研
究
を
つ
づ
け
て
き
た
。
こ
こ
に
は
、
修
徳
学
区

の
中
心
に
な
る
よ
う
な
歴
史
と
伝
承
と
文
化
的
史
跡
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
、
す
ば

ら
し
い
『
ま
ち
』
に
住
ん
で
い
る
誇
り
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

修
徳
自
治
連
合
会
会
長
　
平
井
　
常
夫

　
今
年
度
も
、
各
委
員
会
、
各
種
団
体
役

員
の
斬
新
な
企
画
に
、
学
区
民
の
皆
さ
ん

も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
常
に
、
屋
外
行
事

に
千
人
前
後
、
屋
内
行
事
に
百
人
前
後
の

参
加
者
が
会
場
を
う
め
、
修
徳
学
区
民
間
、

修
徳
学
区
と
洛
央
校
区
の
世
代
間
、
新
旧

住
民
間
の
交
流
を
推
進
し
、
心
の
絆
を
確

か
め
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
す

ば
ら
し
い
学
区
の
事
業
と
、
学
区
民
同
士

の
絆
の
強
さ
が
素
地
に
あ
る
の
で
、
気
持

ち
を
ひ
と
つ
に
し
て
『
ま
ち
づ
く
り
』
が

推
進
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
も
と
も
と
、
こ
の
地
域
は
近
隣
の
大
都

市
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
至
便
で
、
商
工
業
の

賑
わ
い
も
あ
り
、
生
活
意
識
の
レ
ベ
ル
も

高
い
と
自
認
し
て
き
ま
し
た
。
毎
日
の
生

活
物
資
の
調
達
も
、
自
転
車
や
徒
歩
で
可

能
で
あ
り
ま
し
た
。
修
徳
公
園
や
福
祉
施

設
を
中
心
に
美
し
い
景
観
と
町
並
み
、
自

分
の
家
の
前
、
い
わ
ゆ
る
、「
カ
ド
を
き

れ
い
に
す
る
」
習
慣
か
ら
、
き
れ
い
な
道

路
が
保
持
さ
れ
、
顔
の
見
え
る
絆
の
強
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
学
区
（
ま
ち
）

だ
と
感
じ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「
誇

り
の
も
て
る
、
モ
ラ
ル
の
高
い
、
き
れ
い

な
ま
ち
」
は
、
ま
だ
ま
だ
、
守
り
つ
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
か
げ
り
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

最
近
、
賑
わ
い
が
失
わ
れ
、
伝
統
的
な
町

並
み
に
配
慮
し
な
い
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ビ
ル

建
設
も
な
く
な
っ
て
は
お
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
最
近
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
犯
罪
、
高

齢
者
へ
の
詐
欺
ま
が
い
の
犯
罪
、
ひ
っ
た

く
り
、
放
火
、
交
通
事
故
、
ま
ち
を
汚
す

ポ
イ
捨
て
な
ど
、
路
上
の
犯
罪
も
周
辺
か

ら
、
徐
徐
に
、
迫
っ
て
く
る
感
が
あ
り
ま

す
。

　
ま
だ
、
修
徳
学
区
に
は
、
町
並
み
も
決

定
的
な
違
和
感
に
ま
で
は
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。
犯
罪
面
も
不
安
感
だ
け
で
、
ほ
と

ん
ど
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今

が
最
後
の
残
さ
れ
た
時
間
だ
と
実
感
い
た

し
ま
す
。
そ
こ
に
も
、
私
が
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
に
『
修
徳
学
区
ま
ち
づ
く
り
憲

章
（
仮
称
）』
の
策
定
を
指
示
し
た
理
由

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
『
修
徳
ま
ち
通
信
』

第
２
号
で
、『
修
徳
学
区
ま
ち
づ
く
り
憲

章
（
第
１
部
）』
の
内
容
を
ご
紹
介
い
た

し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
読
み
い
た
だ

い
て
、
自
分
た
ち
の
『
ま
ち
』
の
創
造
に

ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
他
に
は
な
い
、
こ
の
学
区
の
歴
史
的
な

人
脈
と
文
化
的
史
跡
に
誇
り
を
も
ち
、
町

家
を
中
心
と
し
た
、
伝
統
に
調
和
し
た
町

並
み
を
、
京
都
の
修
徳
ら
し
く
創
り
あ
げ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。
個
人
の
住
宅
も
、
ビ

ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
も
、
高
さ
も
色
も
形
も

町
並
み
に
な
じ
み
、
緑
の
多
い
、
顔
の
見

え
る
交
流
し
や
す
い
建
物
に
し
て
い
こ
う

と
い
う
意
志
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
『
修
徳
学
区
ま
ち
づ
く
り
憲
章
（
第

１
部
）』
は
、
こ
の
年
度
末
に
完
成
の
予

定
で
あ
り
ま
す
。

　
来
年
度
策
定
す
る
『
第
２
部
』
は
、
住

ま
い
と
環
境
の
問
題
、
防
災
防
犯
な
ど
危

機
管
理
、
健
康
弱
者
交
通
弱
者
対
策
、
ま

ち
を
美
し
く
す
る
道
路
設
備
や
モ
ラ
ル
向

上
な
ど
を
、
学
区
民
の
皆
さ
ん
に
表
明
し

て
い
た
だ
く
内
容
に
な
り
ま
す
。

　「
修
徳
学
区
民
は
、
こ
の
学
区
（
ま
ち
）

を
、
こ
ん
な
風
に
よ
く
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」
と
、
今
の
う
ち
に
、
内
外
に
宣

言
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
自
分
の
こ
と
と
し
て
、
ご
賛
同
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　『
学
問
の
す
す
め
』
で
有

名
な
福
沢
諭
吉
が
、
明
治
５

年
５
月
に
京
都
の
小
学
校
視

察
に
訪
れ
て
い
た
。（『
京
都
学

校
の
記
』
福
沢
諭
吉
全
集
20
）

　
面
白
い
の
は
、「
市
中
を

六
十
四
区
に
分
か
ち
て
学
校

の
区
分
と
な
せ
し
は
、
彼
の

西
洋
に
て
所
謂
ス
ク
ー
ル
ヂ

ス
ト
リ
ッ
ク
ト
（school 

district

）
な
ら
ん
。」
と
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
た

く
し
た
ち
か
ら
す
れ
ば
、
京

都
の
場
合
は
、
室
町
時
代
末

期
以
来
の
「
自
治
の
伝
統
」

を
も
つ
「
町
」
の
連
合
体
で

あ
る
「
町
組
」（
一
円
化
し

て
「
番
組
」
と
改
称
）
を
、

小
学
校
の
単
位
で
あ
る
「
学

区
」
と
し
た
か
ら
こ
そ
、
日

本
で
最
初
に
、
し
か
も
続
々

と
小
学
校
が
で
き
た
と
理
解

し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
福

沢
は
、
あ
っ
さ
り
と
「
西
洋

の
制
度
を
取
り
入
れ
」
た
と

す
る
。
明
治
維
新
期
の
人
ら

し
い
。
　
　
　
　
　
　

　
小
学
校
の
建
設
費
や
維
持

費
は
、「
初
こ
れ
を
建
る
と
き
、

其
半
を
官
よ
り
た
す
け
、
半

は
市
中
の
富
豪
よ
り
出
し
て
、

家
を
建
て
書
籍
を
買
ひ
、
残

金
は
人
に
貸
し
て
利
足
を
取

り
、
永
く
学
校
の
資
と
為
す
。

又
区
内
の
戸
毎
に
命
じ
て
半

年
に
金
一
分
を
出
さ
し
め
、

貸
金
の
利
足
に
合
し
て
永
続

の
資
に
供
せ
り
。」
と
説
明

し
て
い
る
。
建
築
費
は
府
よ

り
下
渡
金
八
百
七
十
八
両
三

分
を
充
て
た
こ
と
を
い
う
。

と
く
に
、
維
持
費
は
学
区
内

の
全
戸
（
子
ど
も
が
い
な
い

家
庭
も
全
部
）
が
、
そ
れ
を

負
担
し
て
い
る
。

　
興
味
が
あ
る
の
は
、
修
徳

学
区
（
第
十
四
番
組
）
が
京

都
で
最
初
（
も
ち
ろ
ん
日
本

で
最
初
）
に
、「
小
学
校
会
社
」

を
つ
く
り
修
徳
小
学
校
を
経

営
し
始
め
、
そ
の
後
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
京
都
に
「
小
学
校
会

社
」
が
広
が
っ
て
い
く
。
こ

の
学
区
に
よ
る
小
学
校
経
営

は
昭
和
17
年
に
小
学
校
が
「
市

立
国
民
学
校
」
と
さ
れ
、
京

都
市
に
経
営
を
移
す
ま
で
続

い
た
こ
と
は
ご
存
じ
だ
っ
た

だ
ろ
う
か
。

　
こ
こ
で
、
明
治
初
期
の
「
年

寄
」
の
区
分
を
知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
。
こ
れ
は
江
戸
時

代
の
呼
称
で
、
「
町
年
寄
」

は
「
町
内
会
長
」、「
中
年
寄
」

は
「
学
区
の
自
治
連
合
会
長
」、

下
京
区
の
学
区
の
「
中
年
寄
」

を
統
括
し
て
い
た
の
は
「
大

年
寄
」
と
言
っ
た
。

　
例
え
ば
、
修
徳
小
学
校
所

蔵
文
書
に
、
修
徳
小
学
校
用

地
を
寄
付
し
た
と
あ
る
徳
万

町
の
北
条
太
平
衛
さ
ん
は
「
大

年
寄
」
で
、
京
都
で
最
初
に

小
学
校
会
社
を
つ
く
っ
た
と

き
の
文
書
の
署
名
が
あ
る
呉

竹
弥
太
郎
さ
ん
は
、「
中
年
寄
」

で
あ
っ
た
。
　
　

　
こ
の
歴
史
的
な
京
都
の
教

育
状
況
に
遭
遇
し
た
福
沢
は

「
こ
の
学
校
を
見
て
感
ぜ
ざ

る
者
は
、
報
国
の
心
な
き
人
」

だ
と
い
う
感
慨
を
懐
く
。

　
福
沢
の
視
察
を
読
ん
で
、

元
修
徳
小
学
校
の
歴
史
と
学

区
の
自
治
の
伝
統
を
感
じ
と

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

明治維新

　
平
成
８
年
か
ら
15
年
ま
で

の
７
年
間
に
、
目
立
っ
て
減

っ
た
の
が
、「
商
業
店
舗
専

用
の
建
物
」
で
あ
る
。�「
ま

ち
」
の
賑
わ
い
を
醸
し
出
す

建
物
�
が
減
少
し
た
こ
と
に

な
る
。
１
８
３
戸
か
ら
96
戸

に
半
減
し
て
し
ま
っ
た
。

　
で
は
、
そ
れ
に
見
合
う
増

加
分
の
建
物
の
種
類
は
、
戸

建
住
宅
と
マ
ン
シ
ョ
ン
と
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
に
な
る
。
マ
ン

シ
ョ
ン
が
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や

戸
建
住
宅
な
ど
の
増
加
数
の

半
分
と
い
う
の
が
予
想
外
と

思
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

居
住
す
る
人
口
を
考
え
る
と
、

決
し
て
小
さ
い
と
は
い
え
な
い
。

　
修
徳
学
区
の
人
口
の
推
移

を
み
る
と
、
昭
和
40
年
に
は

３
、７
５
６
人
・
８
４
９
世
帯

あ
っ
た
が
、
ド
ー
ナ
ツ
化
現

象
で
年
々
減
少
し
、
平
成
２

年
の
人
口
１
、
８
２
０
人
、

昭
和
60
年
の
世
帯
数
６
４
０

世
帯
と
、
ボ
ト
ム
を
形
成
し

た
。
以
後
回
復
に
転
じ
、
平

成
15
年
に
は
、
人
口
２
、５

５
６
人
、
世
帯
数
１
、４
４

３
世
帯
に
な
っ
た
。
世
帯
数

の
増
加
が
と
く
に
著
し
い
。

　
ち
な
み
に
、
自
治
連
合
会

の
世
帯
数
（
マ
ン
シ
ョ
ン
居

住
者
を
除
く
）は
６
３
０
世
帯

で
あ
る
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ
ン

居
住
世
帯
は
、
そ
の
１
・
２
７

倍
の
８
０
０
世
帯
で
あ
る
。

□
紙
数
の
不
足
で

室
町
末
期
以
来
、

信
長
が
警
察
司
法

権
ま
で
認
め
た
町

と
町
組
の
伝
統
の

歴
史
□
各
町
の
由

来
□
修
徳
の
名
の

由
来
□
俊
成
邸
五

条
京
極
論
へ
の
反
論
な
ど
は

次
回
に
譲
る
。

編集後記

修
徳
は
鎌
倉
初
期
文
化
の
中
心
地

修
徳
は
鎌
倉
初
期
文
化
の
中
心
地

誇
り
を
も
っ
て
住
め
る『
ま
ち
』の
自
覚

『
ま
ち
づ
く
り
憲
章
』
へ
の
共
感
に
期
待

『
ま
ち
づ
く
り
憲
章
』
へ
の
共
感
に
期
待

学
区
民
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

学
区
民
の『
ま
ち
』へ
の
想
い
を
集
大
成

数
字
で
見
る
修
徳
学
区

数
字
で
見
る
修
徳
学
区

賑
わ
い
喪
失
の
因

回
復
す
る
人
口

商
業
店
舗
の
減
少

小
学
校
建
設
の
推
進
力
は
自
治

小
学
校
建
設
の
推
進
力
は
自
治

諭
吉
京
都
の
小
学
校
を
視
察

日
本
最
初
の
小
学
校
会
社
設
立

日
本
最
初
の
小
学
校
会
社
設
立

（上）
歌
道
の
神
を
祀

　
る
新
玉
津
島
神
社

（左）
藤
原
俊
成
卿
の

　
霊
を
祀
る
俊
成
社

□修徳小学校□
明治38年６月竣工
３回目の校舎の風景

藤
原
俊
成
の
旧
宅
と

勅
撰
集
の
和
歌
所
跡

兼
実
の
花
園
別
邸
と

晩
年
の
親
鸞
の
住
居

歴
史
と
文
化
遺
跡
の

意
義
の
視
点
を
継
承

（上）
光
圓
寺
親
鸞
入
滅
石
碑

（左）
西
洞
院
万
寿
寺
大
泉
寺

そ
と
ほ
し
の
い
ら
つ
め

か
ん
じ
ょ
う

は
じ
め

な
か
ば

平成18年   3月15日社会教育プラザ　花と緑　健康と福祉の学区　修徳
ま   ち
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